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(57)【要約】
【課題】　エスカレーター或いは動く歩道等の手すりベルトを洗浄すると同時に艶出し効
果を有し、しかもべたつき感のない手すりベルト用洗浄艶出し剤を得る。
【解決手段】　手すりベルトの表面を洗浄するとともに艶出しする手すりベルト用洗浄艶
出し剤であて、その主成分が流動パラフィン、テルペノイド、水添ポリイソブテン、ラノ
リン、植物性油の一つ或いは二つ以上からなり液状界面活性剤で乳化した。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手すりベルトの表面を洗浄するとともに艶出しする手すりベルト用洗浄艶出し剤であて
、その主成分が流動パラフィン、テルペノイド、水添ポリイソブテン、ラノリン、植物性
油の一つ或いは二つ以上からなり液状界面活性剤で乳化したことを特徴とする手すりベル
ト用洗浄艶出し剤。
【請求項２】
　前記流動パラフィンの動粘度は、１００以下であることを特徴とする請求項１に記載の
手すりベルト用洗浄艶出し剤。
【請求項３】
　前記テルペノイドは液状であってモノテルペン、セスキテルペン、ジテルペン、トリテ
ルペン及びその混合物或いは水素添加物及びその混合物であることを特徴とする請求項１
または２に記載の手すりベルト用洗浄艶出し剤。
【請求項４】
　前記水添ポリイソブテンの動粘度は、３０以下であることを特徴とする請求項１，２ま
たは３に記載の手すりベルト用洗浄艶出し剤。
【請求項５】
　前記ラノリンは液状ラノリン或いは酢酸液状ラノリンであることを特徴とする請求項１
，２，３または４に記載の手すりベルト用洗浄艶出し剤。
【請求項６】
　前記植物性油は中鎖脂肪酸トリグリセリド、或いはホホバ油であることを特徴とする請
求項１，２，３，４または５に記載の手すりベルト用洗浄艶出し剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エスカレーター或いは動く歩道等の手すりベルトを洗浄すると同時に艶出し
する手すりベルト用洗浄艶出し剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　百貨店やホームセンター、公共施設や駅舎など多くの場所に設置されているエスカレー
ターや動く歩道には、安全上の観点から利用者が掴まるための手すりベルトが設けられて
いる。しかし、これらの手すりベルトは汚れ易く、汚れが著しいと、衛生的観点から掴ま
ろうとする利用者が少なくなり、折角の手すりベルトの機能が発揮されないといったこと
が懸念される。
【０００３】
　そこで、手すりベルトの汚れを除去し、美感を取り戻す清掃作業が行われている。従来
、手すりベルトの汚れを除去する作業は、洗浄剤として中性洗剤や弱アルカリ性洗剤など
の洗剤を用い、これを希釈して洗浄液とし、ウエスに染みこませてベルト表面を押さえ拭
きする手法が一般的だった。しかし、中性洗剤や弱アルカリ性洗剤などの洗剤を薄めた洗
浄液で拭くだけでは手すりベルトの表面の軽度な汚れは除去できても、その後の表面艶出
し効果が得られない。そのため汚れを除去した後で、艶出し剤として市販されているシリ
コーンエマルジョンを内容とする艶出し剤（例えば、特許文献１参照。）の希釈液で拭き
上げて艶出し作業を行っていた。
【特許文献１】特開平１１－９２７９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のように、手すりベルトの清掃にあっては、中性洗剤や弱アルカリ性洗剤などの洗
剤を薄めた洗浄液で拭くだけでは表面の汚れは除去できても、その後の表面艶出し効果が
得られないといったことから、汚れを除去した後でシリコーンエマルジョンを内容とする
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艶出し剤で拭き上げることで表面に薄い皮膜を残して艶出し効果を図っているが、シリコ
ーンのもつべたつき感等でベルトに手を触れることを躊躇することが多く、折角の手すり
ベルトの十分な効果が得られないといった問題があった。また、前記艶出し剤が固形分を
ベルト表面に残すタイプであると連続稼働中に密着不良を引き起こした場合に、固形分が
ベルト表面から剥離し機械上に落下して思わぬ故障の原因となることも予想されるため使
用をはばかるといった問題もあった。
【０００５】
　本発明の目的は、エスカレーター或いは動く歩道等の手すりベルトを洗浄すると同時に
艶出し効果を有し、しかもべたつき感のない手すりベルト用洗浄艶出し剤を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、上記の目的を達成すべく、一般にベルトに使用されるＳＢＲ、クロロスル
フォン化ポリエチレン、ウレタンなど素材に対して洗浄性及び艶出し効果のある成分を鋭
意検討した結果、ある種の液状油が効果的であることを見出し、本発明を完成するに至っ
た。
【０００７】
　即ち、本発明は手すりベルトの表面を洗浄するとともに艶出しする手すりベルト用洗浄
艶出し剤であて、その主成分が流動パラフィン、テルペノイド、水添ポリイソブテン、ラ
ノリン、植物性油の一つ或いは二つ以上からなり液状界面活性剤で乳化したことを特徴と
する。
【０００８】
　前記流動パラフィンの動粘度は、１００以下であることが好ましい。また、前記テルペ
ノイドは液状であってモノテルペン、セスキテルペン、ジテルペン、トリテルペン及びそ
の混合物或いは水素添加物及びその混合物であることが好ましい。また、前記水添ポリイ
ソブテンの動粘度は、３０以下であることが好ましい。また、前記ラノリンは液状ラノリ
ン或いは酢酸液状ラノリンであることが好ましい。また、前記植物性油は中鎖脂肪酸トリ
グリセリド、或いはホホバ油であることが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る手すりベルト用洗浄艶出し剤によれば、その主成分となる流動パラフィン
、テルペノイド、水添ポリイソブテン、ラノリン、植物性油はべたつき感がなく、手すり
ベルトにシリコーンエマルジョンでは得られない手触り感及び艶を得ることができた。
【００１０】
　主成分はベルト上に付着した手あかや機械油を溶解し洗浄効果を発現する。また、乳化
剤として使用した液状界面活性剤は泥汚れ等の水溶性汚れに対して洗浄効果を発揮した。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る手すりベルト用洗浄艶出し剤の実施の形態を説明する。  
　本発明に係る手すりベルト用コーティング剤は、流動パラフィン、テルペノイド、水添
ポリイソブテン、ラノリン、植物性油の一つ或いは二つ以上を主成分としている。
【００１２】
　前記流動パラフィンは、その動粘度（ＳＵＳ・３７．８℃）が１００以下であることが
好ましい。１００以上であると、仕上がり表面が不均一になり易くまたべたつき感を感じ
るといった問題が生じることになる。
【００１３】
　本発明で使用される流動パラフィンとしては、例えば、コスモホワイトＰ６０，同Ｐ７
０（コスモ石油ルブリカンツ株式会社）、ダフニーオイルＣＰ－１２Ｎ，同１５Ｎ，同３
２Ｎ，同６８Ｎ（出光興産株式会社）、スモイルＰ－５５，同Ｐ－６０，同Ｐ－７０，同
Ｐ－８５、モレスコバイオレスＵ－６（村松石油株式会社）、カーネーション、クレアロ
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ール（島貿易株式会社）等が挙げられる。
【００１４】
　また、テルペノイドにあっては、液状であってモノテルペン、セスキテルペン、ジテル
ペン、トリテルペン及びその混合物或いは水素添加物及びその混合物であることが好まし
い。
【００１５】
　液状のモノテルペンとしてはゲラニオール、ネロール、リナロール、シトラール、シト
ロネロール、リモネン、カルボン、ヨノン、ツヨンが、、液状のセキステルペンとしては
ファルネソール、ネロリドール、フムレン、カリオフィレン、カジノール、カジネンが、
液状のジテルペンとしてはフィトール、アビエチン酸が、液状のトリテルペンとしてはス
クアレン等のテルペノイドが挙げられる。
【００１６】
　そして、前記液状のセスキテルペンの混合物としてはエスターＦ（日本テルペン化学株
式会社）が、また、前記液状のジテルペン又は液状のトリテルペンの混合物の水素添加物
としてはＹＳオイルＤＸ（ヤスハラケミカル株式会社）、日香ＨＣ（日本香料薬品株式会
社）等が挙げられる。
【００１７】
　また、前記水添ポリイソブテンにあっては、その動粘度（ＳＵＳ・３７．８℃）が３０
以下であることが好ましい。３０以上であると仕上がり表面が不均一になり易くまたべた
つき感を感じるといった問題が生じることになる。
【００１８】
　水添ポリイソブテンとしてはパールリーム６、同ＥＸ（日本油脂）等が挙げられる。
【００１９】
　また、ラノリンにあっては、液状ラノリン或いは酢酸液状ラノリンであることが好まし
い。液状ラノリンとしてはフルイランＳＰ、リキッドメディランウルトラ（クローダ）が
、酢酸液状ラノリンとしてはアセランＳＰ（クローダ）が挙げられる。
【００２０】
　また、植物性油にあっては、中鎖脂肪酸トリグリセリド、或いはホホバ油であることが
好ましい。
【００２１】
　前記した成分の一つ或いは二つ以上の組合せからなる主成分（油）に対して、液状の界
面活性剤を使用して乳化し水分散物とする。
【００２２】
　使用する界面活性剤のイオン性に関して、特に制限は無いが乳化力、洗浄力を考慮する
と非イオン性界面活性剤がより好ましい。但し、環境側面からフェニル基を含有しない界
面活性剤の使用が更に好ましい。
【００２３】
　以上のようにして得られた主成分の乳化物に、必要に応じて防腐防ばい剤、酸化防止剤
等を添加する。
【００２４】
　ここで、防腐防ばい剤としては、例えばハロアリルスルホン系の１－［（ジヨードメチ
ル）スルホニル］－４－メチルベンゼン、ヨードプロパギル系の３－ヨード－２プロパギ
ルブチルカーバメート、Ｎ－ハロアルキルチオ系のＮ，Ｎ－ジメチルＮ’－（フルオロジ
メチルチオ）－Ｎ’－フェニルスルファニド、ベンツチアゾール系の２－（４－チアゾリ
ル）ベンツチアゾール、ニトチリル系の２，３，５，６－テトラクロルイソフタロニトリ
ル、ピリジン系のテトラクロル－４－メチルスルホニルピリジン、８－オキシキノリン系
の８－オキシキノリン銅、ベンゾチアゾリン系の２－（チオシアノメチルチオ）ベンゾチ
アゾール、イソチアゾリン系の１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン，２－ｎ－オク
チル－４－イソチアゾリン－３－オン、フェノール系のｐ－クロル－ｍ－クレゾール、第
４アンモニウム塩系のテトラデシルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、トリアジ
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ン及びチアジアジン系のヘキサヒドロ－１，３，５－トリエチル－ｓ－トリアジン、３，
５－ジメチル－テトラヒドロ－１，３，５，２Ｈ－チアジジアン－２－チオン、アニリド
系の３，４，５－トリブロムサリチルアニリド、アダマンタン系の１－（３－クロルアリ
ル）－３，５，７－トリアゾニアアダマンタンクロリド、ジチオカーバイト系のテトラメ
チルチウラムジスルフィド、無機塩系のメタホウ酸バリウム、ブロム化インダノン系の２
，２’－ジブロム－１－インダノン、ベンジルブロムアセテート等及び天然系抗菌剤或い
は食品添加物或いは化粧品等に使用される原料を使用することができる。
【００２５】
　酸化防止剤としては、プラスチック用フェノール系酸化防止剤、硫黄系酸化防止剤、リ
ン酸系酸化防止剤も使用することができるが、人の手が触れるベルト表面であることを考
慮するとエリソルビン酸、エリソルビン酸ナトリウム、オルソトリビグマイト、ジブチル
ヒドロキシトルエン、チオブチルプロピオン酸シラウリル、天然ビタミンＥ，ｄｌ－α－
トコフェロール、ｄ－σトコフェロール、パラヒドロキシアニソール、フィチン酸、ブチ
ルヒドロキシアニソール、没食子酸オクチル、没食子酸プロピルなど化粧品或いは食品添
加物に用いられるものがより好ましい。
【実施例】
【００２６】
　次に、本発明の実施例及び比較例を挙げて、本発明に係る手すりベルト用洗浄艶出し剤
の特徴について例証する。但し、本発明はこれらの実施例及び比較例によって何ら制限さ
れるものではない。
【００２７】
　実施例１～６及び比較例１～３
　表１（実施例）、表２（比較例）に示す組成を有する手すりベルト用洗浄艶出し剤を調
製し、手すりベルトの表面の洗浄艶出しを行った後、手すりベルトの洗浄性、光沢性、触
感性の試験を行い評価した。  
表中の数字は手すりベルト用洗浄艶出し剤の成分の重量％を示す。  
【表１】
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【表２】

【００２８】
注１　アセランＳＰ（液体）：クローダジャパン（株）製
注２　フルイランＳＰ（液体）：クローダジャパン（株）製
注３　エスターＦ（液体）：日本テルペン化学（株）製
注４　モレスコバイオレス　Ｕ－６（液体）：村松石油（株）製
注５　スーパースクワレン（液体）：新日石トレーディング（株）製
注６　ＹＳオイルＤＸ（液体）：ヤスハラケミカル（株）製
注７　レオドールＴＷ－Ｏ１２０Ｖ（液体）：花王（株）製
注８　ノニオンＯＰ－８０Ｒ（液体）：日本油脂（株）製
注９　エマルゲン１０５（液体）：花王（株）製
注１０　エマルゲン４０８（液体）：花王（株）製
注１１　カルナバ１号（液体）：ブラジル産
注１２　Ｐ２００３（液体）：旭化成ワッカーシリコーン（株）製
注１３　ルナックＯＰ（液体）：花王（株）製
注１４　モルホリン（液体）：日本乳化剤（株）製
注１５　レオドールＴＷ－Ｓ３２０Ｖ（固体）：花王（株）製
注１６　ビオサイド８００Ｓ（液体）：タイショーテクノス（株）製
（試験項目の評価方法）
［洗浄性試験］
　上記実施例及び比較例で配合した液を、綿製の布に含浸させ堅く絞った状態で汚染した
ハイパロンベルト上を拭きあげた。往復５回拭きした後、表面の明度（Ｌ値）を色彩色差
計で測定し、綿製布の明度：８９と、ハイパロンベルト上を拭きあげた綿製布の明度を比
較した。試験結果を表３に示す。  
【表３】

【００２９】
　　汚れを除去した綿製布は明度が落ちるので、低い値が洗浄性が優れる。  
［光沢試験］
　同上で拭きあげ前後のハイパロンベルト表面の６０°光沢値の変化を比較した。試験結
果を表４に示す。  
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【表４】

【００３０】
［触感試験］
　配合した液を、綿製布に含浸させ堅く絞った状態で洗浄済みのハイパロンベルトを拭き
あげ乾燥後にべたつき感を指感で評価した。試験結果を表５に示す。  
【表５】

【００３１】
表５中、「１」はややべたつく、「２」はどちらともいえない、「３」はややサラサラ、
「４」はサラサラ感を示している。
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